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事　務　執　行　概　要
令和６年度の大阪経済は、一進一退で推移した。消費は、百貨店及びスーパーの販売額が前年同月を上回るなど、年間を通じて持ち直しの動きが続いた。企業では、賃金引上げの改善傾向が続いているとともに、設備投資は堅調に推移した。雇用については、有効求人倍率が低下したものの、完全失業率は低い水準で推移した。
商工労働部では、こうした経済・雇用情勢を踏まえ、また、大阪府中小企業振興基本条例の趣旨も踏まえつつ、国や市町村、経済団体や金融機関、支援機関等と連携しながら「中小企業等の成長に向けた支援の強化」、「大阪の経済・産業をけん引するイノベーションの創出」、「産業人材の確保・育成と多様な人材の活躍支援」に取り組んだ。
○　「中小企業等の成長に向けた支援の強化」については、「万博を契機とした中小企業のビジネスチャンス創出」、「新事業展開支援」、「金融支援」、「MOBIO(ものづくりビジネスセンター大阪)等での総合的支援」、「事業承継支援」や「国際ビジネス支援等」に取り組んだ。
　・「万博を契機とした中小企業のビジネスチャンス創出」については、府内中小企業が万博のインパクトを広く享受できるよう、商品の磨き上げ及び販売の場の提供や、万博に向けて発生する様々な需要や調達を地元大阪の事業者が取り込めるよう、受発注を支援するサイトを運営した。また、商店街の観光コンテンツ化や情報発信により、国内外の旅行客を取り込み、商店街での観光・消費を促進した。あわせて、府内企業と海外の企業等とのビジネス交流機会を創出し、海外企業等の大阪・関西への呼込みを図るとともに、府内ものづくり中小企業の工場視察の受入れを促進し、技術力や製品の魅力を発信した。
・「新事業展開支援」については、府内中小企業の経営改善やビジネスモデル転換を促進するため、外部専門家による、事業計画策定や実行の伴走支援のほか、設備導入や販売促進などを対象に補助金を交付した。令和６年度は建設・運輸業関連の人材確保関連経費に対する補助額を引き上げ、重点的に支援した。
・「金融支援」については、「小規模企業サポート資金」の融資期間延長や「開業・スタートアップ応援資金」の副業・兼業での利用を可能とする制度拡充を行った。 加えて、経営者保証に依存しない融資慣行の更なる促進を図るため、「事業者選択型経営者保証非提供促進資金」を創設するなど、 創業時を含めた中小企業の成長に向けた取組みや新たなチャレンジ等を後押しした。また、物価高騰等の影響を受ける中小企業に対しては、「経営安定サポート資金」等を継続して実施するとともに、「経営力強化資金」を創設し、コロナ関連融資からの借換えにも対応し、企業の資金繰りを支援した。
・「MOBIO(ものづくりビジネスセンター大阪)等での総合的支援」については、MOBIOではビジネスマッチングや産学連携、知的財産活動、販路開拓等の支援や企業・製品のブランド力向上、下請取引適正化に取り組んだ。また、大阪産業技術研究所では、技術支援や成長産業分野の研究開発、顧客サービス向上に向けた支援を実施した。
・「事業承継支援」については、商工会・商工会議所や金融機関等の支援機関、国・市町村などと連携し、大阪産業局とともに集中的に取り組み、第三者承継による円滑な経営資源の移転支援や事業承継診断、事業承継セミナー等を実施するとともに、事業承継計画の策定支援や後継者の発掘・育成支援を行った。
・「国際ビジネス支援等」については、大阪産業局をはじめ、日本貿易振興機構（ジェトロ）や海外政府機関等と連携し、現地市場の最新情報を提供するセミナーの開催や、海外展示会の出展支援等を実施した。
· 「大阪の経済・産業をけん引するイノベーションの創出」については、「万博を視野に入れた新たな産業の創出」、「グローバル拠点都市構築に向けた取組み」、「健康・医療関連産業のリーディング産業化」や「投資による産業集積の維持・促進」に取り組んだ。
　・「万博を視野に入れた新たな産業の創出」については、万博での運航とその後の商用運航拡大に向け、大阪版ロードマップに基づき、離着陸場整備や実証実験等への支援、社会受容性向上の取組みに加え、拠点整備の実現に向けた事業者への支援等、ビジネス化に向けた取組みを実施した。また、カーボンニュートラルに資する最先端技術の試作設計や開発・実証を行う企業に対する補助や、バイオプラスチック製品のビジネス化をめざす中小企業の原材料メーカーや小売等とのマッチング、組成プロジェクトへの支援、製品開発の取組みに対し補助を行った。加えて、万博時に披露をめざし、開発を支援してきた技術や製品等の展示を行い、実感機会の創出に取り組んだ。
　・「グローバル拠点都市構築に向けた取組み」については、大阪・関西が強みとする大学発の研究開発型スタートアップの創出や成長支援の取組みを強化するとともに、令和６年６月に開業した中之島クロスを中心に、ライフサイエンス分野に特化したスタートアップへの支援も行った。また、万博会場内で開催される「Global Startup EXPO 2025」の機会を活かし、地域の活動を活性化させるとともに、首都圏ベンチャーキャピタル等の多様なプレイヤーの活動を呼び込むなど、スタートアップ・エコシステムの更なる発展に向けて取り組んだ。
　・「健康・医療関連産業のリーディング産業化」については、再生医療等の産業化を推進する「中之島クロス」、創薬の「彩都」、健康・医療の「健都」の３拠点を核としたライフサイエンス分野のイノベーション創出を促進するとともに、万博にあわせて、国際イベント「未来の医療EXPO」や、地元市民イベントと連携し、先駆的技術を披露する「健都万博」のプレイベントを開催した。また、大規模な国際的展示会への出展や商談会を開催し、ライフサイエンス分野における府内企業のグローバル展開支援の取組みを強化した。
　・「投資による産業集積の維持・促進」については、市町村のまちづくりと連携した産業用地創出に向けた取組みを進めるとともに、立地優遇制度の活用やプロモーション活動により企業立地の促進に取り組んだ。また、府内に本社機能を設置する外資系企業に対する投資額等の一部補助や、大阪外国企業誘致センター（OBIC）による海外企業等の立地支援により対日投資を促進した。さらに、中之島クロスを活用したスタートアップの呼び込みを行った。
· 「産業人材の確保・育成と多様な人材の活躍支援」については、「産業人材の確保・育成等」や「多様な人材の活躍」に取り組んだ。
・「人材確保支援」については、製造・運輸・建設・インバウンド関連分野の業界団体・行政機関・関係部局等で構成する「大阪人材確保推進会議」において、業界のイメージアップやマッチング機会等を創出した。また、OSAKAしごとフィールド内に設置する中小企業人材支援センターにおいて府内企業の人材確保を支援したほか、大阪産業局において中小企業のデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進支援や、大阪府育英会等が貸与する奨学金の返還支援制度の導入を支援した。「リスキリング等促進支援」については、特設サイト「にであう」を活用し、リスキリングをサポートする相談対応とともに、デジタルスキル習得に向けたトレーニングの実施や資格取得等に向けた受講費用の補助等を通じて、求職者及び在職者のリスキリングを後押しし、働く人のスキルアップとマッチングを支援した。「外国人材の受入促進」については、府市共同で設置した大阪外国人材採用支援センターにおいて府内企業による外国人材の受入にかかる相談対応を行った。また、外国人留学生等を対象に府内企業とのマッチングを支援したほか、海外に在住する外国人材向けにオンラインを活用した企業説明会を実施した。高等職業技術専門校等においては、求職者や在職者を対象に多様な分野を支える産業人材の育成や障がい者等のスキルアップを実施したほか、社会福祉法人等の民間教育訓練機関を活用し、離職者等の再就職を支援した。「職場トラブルの防止・解決支援」については、労働者や府内企業に対する労働相談を実施し、外国人の方には多言語化による対応を行った。
　・「多様な人材の活躍」については、OSAKAしごとフィールドを軸とした求職者等への就業・定着支援として、キャリアカウンセリングや職場体験、各種セミナー等を実施するとともに、府内企業向けに、人材採用や職場への定着に関する相談対応等や障がい者雇用の取組みへの支援を行った。また、中小企業における労働環境改善に向け、個別訪問による働き方改革の伴走支援や中小企業におけるテレワークの導入・定着等の支援を行い、働き方改革を推進した。
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